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井

源

衛

 
 
 
 
 
剛

 
古
代
に
、
も
と
仙
境
の
者
が
、
事
情
あ
っ
て
そ
の
本
貫
を
追
わ
れ
、
人
間
界

に
下
り
て
流
浪
す
る
と
い
う
型
の
話
は
、
い
わ
ゆ
る
羽
衣
伝
説
、
も
し
く
は
そ

れ
が
物
語
文
学
な
ど
に
尾
を
引
け
ば
貴
流
言
離
讃
と
な
り
、
多
様
な
形
で
展
開

す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
竹
取
物
語
も
も
と
よ
り
そ
の
一
つ
で
あ

る
。 

し
か
し
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
は
、
八
世
紀
以
前
の
記
．

紀
・
風
土
記
な
ど
の
所
伝
か
、
も
し
く
は
物
語
・
説
話
な
ど
に
そ
の
種
を
求
め

る
こ
と
が
多
く
、
漢
文
学
、
殊
に
平
安
朝
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
研
究

者
の
目
が
届
い
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
本
論
は
、
竹
取
物
語
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
う
し
た
所
を
補
お
う
と
試
み

た
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
は
試
論
と
い
う
に
も
程
遠
い
、
不
確
か
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
前
以
て
お
断
り
し
た
い
。

 
本
論
に
入
る
前
に
、
仙
人
の
人
間
界
へ
の
流
量
と
い
う
点
で
、
漢
文
作
品
中

や
や
目
を
惹
く
記
事
に
㍉
触
れ
て
お
く
。

 
一
つ
は
本
朝
文
粋
巻
十
二
所
載
の
慶
滋
保
胤
「
池
亭
記
」
申
の
一
節
で
あ

る
。
東
西
両
京
の
有
様
を
述
べ
、
東
京
の
四
条
以
北
は
富
者
と
貧
者
が
隣
合
っ

て
住
む
た
め
に
、
貧
者
は
富
者
を
お
そ
れ
る
こ
と
甚
だ
し
い
と
述
べ
た
の
に
続

い
て
、

 
 
何
況
初
置
二
第
宅
ハ
選
挙
二
門
戸
ハ
小
屋
相
井
、
小
人
相
訴
下
多
 
。
宛
如
下

 
 
子
孫
去
二
父
母
望
事
（
仙
客
平
中
人
世
之
塵
上
。

と
あ
る
。
こ
の
後
半
の
・
「
宛
モ
子
孫
父
母
之
国
ヲ
去
り
、
仙
官
人
翻
倒
塵
二
諦

．
セ
ラ
ル
ル
が
如
シ
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
柿
村
氏
の
本
朝
文
粋
注
釈
で
は
、
神

仙
伝
に
見
え
る
壷
公
の
言
、

 
 
我
ハ
杣
人
也
、
昔
玉
露
二
処
リ
、
公
事
二
金
髪
ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
露
里
ラ
レ

 
 
人
間
二
尊
セ
ラ
ル
ル
ノ
ミ
。

を
引
く
。

 
葛
洪
撰
の
神
仙
伝
二
十
巻
の
名
は
日
本
国
見
令
書
目
録
に
見
え
て
居
て
、
平

安
中
期
に
我
が
国
に
渡
来
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
直
ち
に
文
中
の
「
仙
官
」
と
「
請
」
と
を
、
そ
れ
に
拠
る
と
断
ず
る
わ
け

に
は
い
く
ま
い
。
こ
れ
に
似
た
記
事
は
『
大
平
広
記
」
女
押
部
の
「
砂
女
伝
」

・
．
「
杜
蘭
香
」
・
「
黄
観
福
」
・
「
崔
少
玄
」
の
各
条
に
見
え
る
こ
と
、
す
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

に
渡
辺
秀
夫
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
柿
村
氏
も
、
お
そ
ら
く
類
似
の
用
語
例
を
心
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か
ぐ
や
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姫
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と
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当
り
の
漢
籍
申
に
求
め
た
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
そ
の
出
典
は
、
よ
り

広
汎
な
範
囲
か
ら
求
め
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。

 
た
だ
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
罪
を
得
て
こ
の
地
に
下
っ
た
者
の
有
様

が
、
富
者
の
横
暴
に
恐
れ
戦
き
な
が
ら
、
又
お
互
い
に
争
い
合
っ
て
い
る
貧
民

ど
も
の
姿
に
似
て
い
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
ヶ
見
て
も
竹
取
物

語
の
世
界
で
は
な
い
。
・
保
胤
は
か
ぐ
や
姫
を
思
い
浮
か
べ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

現
存
本
に
近
い
仮
名
文
の
竹
取
物
語
は
、
大
和
物
語
七
十
七
段
の
記
述
に
拠
れ

ば
、
延
喜
一
〇
年
（
九
一
〇
）
に
は
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
お

り
、
保
胤
の
頃
に
は
も
ち
ろ
ん
一
般
に
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
保
胤
は
儒

者
文
人
で
は
あ
る
が
、
和
歌
一
首
が
拾
遺
集
に
入
卜
し
て
い
る
よ
う
な
人
物

で
、
こ
の
物
語
を
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。
鼠
径
を
口
に
し
な
が
ら
そ
れ
を
あ

え
て
避
け
た
の
は
、
．
か
ぐ
や
姫
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
そ
れ
ら
の
流
窟
窮
乏
の
貧
民

の
そ
れ
と
は
あ
ま
り
に
相
違
す
る
か
ら
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
平
安

中
期
に
も
、
上
代
の
丹
後
風
土
記
逸
文
に
見
え
る
奈
具
社
に
祀
ら
れ
た
天
女
の

よ
う
に
、
惨
め
な
流
浪
仙
人
の
伝
承
も
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。
そ
ん

一
な
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
記
事
な
の
で
あ
る
。

二

 
次
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
菅
家
文
草
の
一
文
で
あ
る
。
そ
の
第
十
一
、
願
文

上
に
「
為
源
大
夫
閤
下
、
先
批
伴
氏
周
忌
法
会
願
文
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
注
に

よ
れ
ば
、
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
に
十
九
歳
の
菅
原
道
真
が
豊
能
有
の
亡
母
の

、
一
周
忌
に
際
し
て
作
っ
た
追
善
供
養
の
願
文
で
あ
る
。
こ
め
文
に
つ
い
て
は
、

既
に
糸
井
通
浩
氏
が
、
斑
竹
伝
承
と
姫
蛾
伝
承
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。

 
 
こ
う
し
た
道
真
の
関
心
を
た
ど
っ
て
み
る
時
、
貞
観
か
ら
寛
平
に
か
け
て

 
 
の
頃
、
神
仙
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
当
時
の
文
人
「
知
識
人
」

 
 
に
と
っ
て
は
、
月
の
美
女
姐
蛾
と
月
の
不
死
の
薬
と
は
、
典
型
的
な
．
ロ
マ

 
 
ン
の
世
界
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
わ
れ
る
。
そ
b
て
、
仮
名

 
 
文
『
竹
取
物
語
』
が
、
貞
観
以
後
、
延
喜
以
前
の
う
ち
で
成
立
し
た
と
説

 
 
か
れ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
、
か
ぐ
や
姫
に
垣
餓
の
悌
を
よ
み
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

 
 
る
と
い
う
こ
と
は
、
ご
く
常
識
的
な
理
解
で
あ
っ
た
こ
と
と
い
え
よ
う
。

 
本
論
の
趣
旨
も
こ
れ
と
似
て
い
る
が
、
た
だ
こ
の
頃
す
で
に
仮
名
文
の
竹
取

物
語
が
成
立
し
て
い
た
か
否
か
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
ほ
か
に
、
 
「
斑
竹
」
の
語

や
「
姫
餓
」
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
氏
が
指
摘
さ
れ
る
詩
句
以
外
に
も
、
当
時

の
平
安
朝
漢
文
学
作
品
中
に
な
お
若
干
の
用
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

又
、
損
益
の
悌
を
そ
の
ま
ま
に
か
ぐ
や
姫
に
重
ね
て
お
ら
れ
る
ら
し
い
こ
と
に

つ
い
て
も
疑
問
を
感
じ
る
の
で
、
以
下
、
氏
の
論
を
補
う
意
味
で
い
さ
さ
か
述

べ
て
み
た
い
。

 
右
の
道
真
作
の
願
文
の
内
容
は
、
は
じ
め
に
、
能
有
の
父
文
徳
天
皇
が
三
年

前
に
崩
じ
、
寡
婦
と
な
っ
た
母
伴
氏
が
、
そ
れ
以
来
能
有
を
愛
育
し
て
、

 
 
四
竹
三
余
涙
ヲ
収
メ
テ
以
テ
扶
持
シ
、
喰
茶
之
断
腸
ヲ
続
ギ
テ
撫
育
ス
。

と
い
う
。
文
意
は
、
要
す
る
に
、
夫
を
失
っ
た
悲
し
み
に
堪
え
て
、
自
分
を
育

て
て
下
さ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
道
真
の
作
品
に
は
外
に
、
 
「
竹
」
」
「
竹
林
」
な
ど
を
詠
み
こ
ん
だ

詩
が
三
十
首
近
く
あ
る
が
、
そ
の
申
に
、
菅
家
二
重
巻
一
「
賦
得
嘉
言
」
二
十

句
十
韻
の
第
八
聯
に
、

 
 
鋪
蒲
今
未
奏
（
蒲
を
鋪
け
ど
も
、
今
奏
せ
ず
）

 
 
紋
竹
古
応
稽
（
竹
を
紋
に
す
る
琴
柱
、
古
志
ふ
べ
し
）

7
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と
あ
り
、
古
典
文
学
大
系
本
の
川
口
久
雄
氏
の
注
に
は
、

 
 
舜
を
失
っ
て
池
場
・
女
英
の
二
妃
が
涙
を
こ
ぼ
し
た
の
で
、
竹
が
斑
の
紋

 
 
の
竹
に
変
じ
た
と
い
ふ
。
 
（
中
略
）
張
華
の
博
物
志
や
古
喜
界
傳
に
出
、

 
 
紋
字
、
底
本
傍
注
に
よ
る
。
あ
る
い
は
斑
字
を
誤
写
し
た
か
。

と
あ
る
。

 
念
の
た
め
、
右
の
「
染
筆
」
・
「
斑
竹
」
の
語
に
つ
，
い
て
、
他
に
す
こ
し
当

た
っ
て
み
よ
う
。

 
ま
ず
、
こ
の
「
染
竹
」
，
の
意
味
は
何
か
。
こ
の
語
は
初
学
記
二
八
、
 
「
竹
」

に
見
え
る
。
そ
の
「
雲
母
竹
」
の
条
に
博
物
志
を
引
き
、

 
 
舜
死
、
二
妃
涙
下
染
竹
即
斑
、
妃
死
為
湘
水
神
、
故
日
湘
妃
竹
。

と
あ
る
。
ま
た
、
芸
文
類
聚
八
十
九
、
竹
に
も
ハ
 
「
斑
竹
」
の
形
で
、

 
 
博
物
志
日
、
洞
庭
之
山
、
帝
之
二
女
暗
、
以
涕
揮
竹
、
竹
解
説
、
今
下
儒

 
 
有
斑
皮
竹
。

と
あ
る
。
も
っ
と
も
、
現
存
の
博
物
志
（
四
部
叢
刊
本
）
に
は
、

 
 
尭
之
二
女
、
舜
之
二
妃
日
野
夫
人
、
舜
崩
、
工
臨
皆
野
揮
竹
、
竹
尽
斑
。

と
あ
る
。
多
少
の
異
伝
を
伴
い
な
が
ら
も
、
筆
海
の
崩
に
際
し
て
、
そ
の
二
人

の
妃
の
悲
し
み
の
涙
が
竹
に
懸
か
っ
て
斑
点
を
作
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
国
国

で
は
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
・

 
ま
た
、
こ
の
語
は
我
が
国
に
も
「
斑
竹
」
・
の
形
で
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
。 

例
え
ば
正
倉
院
に
は
御
物
天
平
筆
の
中
、
そ
の
名
称
に
「
斑
竹
」
を
冠
せ
ら

れ
た
も
の
が
十
五
本
も
あ
り
、
す
べ
て
中
国
よ
り
の
将
来
品
、
も
し
く
は
渡
来

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
平
安
朝
に
入
っ
て
、
国
産
の
筆
も

大
量
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
貴
族
の
日
記
な
ど
に
は
し
ば
し
ば
「
斑

か
ぐ
や
姫
の
面
影
 
一
「
垣
蛾
」
と
「
少
女
」
と
一

竹
筆
」
の
文
字
が
見
え
る
。
例
え
ば
誤
記
長
保
四
年
八
月
十
三
日
の
条
に
は
、

「
囲
碁
ノ
負
物
斑
竹
筆
三
十
管
」
を
道
長
に
献
じ
て
お
り
、
同
じ
く
寛
弘
八
年

五
月
十
六
日
目
道
長
邸
の
法
華
三
十
講
の
五
巻
日
に
も
「
銀
翰
墨
納
斑
竹
筆
四

管
」
そ
の
他
を
献
じ
て
い
る
。

 
ま
た
、
人
々
に
は
こ
の
本
来
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
も
お
そ
ら
く
は
察
し

が
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
和
漢
朗
詠
集
下
、
雲
に
、
張
読
の
愁
賦
の
句
、

 
 
竹
ハ
湘
浦
二
斑
ニ
シ
テ
、
鼓
弓
之
躍
二
三
リ
、
鳳
ハ
秦
台
ヲ
去
り
テ
、
月

 
 
下
篇
之
地
二
老
イ
タ
リ
。

を
収
め
て
あ
り
、
ま
た
扶
桑
集
に
見
え
る
源
英
明
（
斎
世
親
王
の
子
、
菅
原
道

．
真
の
孫
）
の
詩
に
も
、

 
 
．
抽
・
身
也
昔
侍
二
発
君
一
便
是
々
初
鷺
山
群
。

 
 
流
入
二
二
微
…
傅
二
二
詔
一
暁
超
二
青
環
【
戴
二
星
二
つ

 
 
竹
悲
二
三
三
一
空
留
レ
涙
 
龍
怨
二
鼎
湖
一
三
隔
レ
雲
。

 
 
時
去
時
來
非
・
不
レ
識
 
苫
屋
二
知
己
一
言
聞
幻

 
 
（
身
ヲ
抽
ン
デ
テ
昔
尭
君
二
侍
ス
。
便
チ
是
レ
当
初
鷺
鶴
ノ
群
、
農
二
紫
微

 
 
二
入
り
テ
溶
溶
ヲ
伝
へ
、
暁
二
等
方
二
趨
キ
テ
星
文
ヲ
戴
ク
。
竹
ハ
湘
浦

 
 
二
丁
シ
ミ
テ
空
シ
ク
涙
ヲ
留
メ
、
竜
ハ
鼎
湖
二
怨
ミ
テ
遂
二
雲
二
隔
リ

 
 
ヌ
。
時
去
リ
時
来
ル
コ
ト
識
ラ
ザ
ル
ニ
非
ズ
、
我
知
己
ヲ
シ
テ
一
言
聞
カ

 
 
シ
メ
ン
）

と
あ
る
。
こ
の
詩
は
橘
才
子
か
ら
そ
の
宮
位
の
沈
滞
に
同
情
を
寄
せ
て
き
た
の

に
対
し
て
答
兎
た
も
の
で
、
嘗
て
は
日
夜
朝
廷
に
出
仕
し
て
忠
勤
を
励
ん
だ

が
、
父
祖
に
死
別
の
後
は
時
運
に
変
遷
が
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
。
君
に
そ
の
ζ

と
を
言
い
た
い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
四
句
の
「
竹
悲
湘
浦
空
留

涙
」
の
意
味
す
る
も
の
は
や
は
り
「
斑
竹
」
 
「
群
竹
」
の
伝
承
で
あ
ろ
う
。
こ
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＼

の
語
は
当
時
の
貴
族
の
日
常
語
で
あ
り
、
悲
涙
を
連
想
さ
せ
る
事
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
近
年
竹
取
物
語
と
類
似
の
伝
説
が
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
え
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
で
あ

る
。
こ
の
伝
説
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
こ
れ
ら
「
染
竹
」
・
「
斑
竹
」
の
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
観
が
あ
る
の
で
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
「
斑
竹
姑
娘
」
伝
説
に
つ
、

い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

 
こ
の
伝
説
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
金
沙
江
沿
岸
を
舞
台
と
す
る
も
の
で
、
朗
巴
と

い
う
少
年
と
そ
の
母
と
が
我
が
家
の
竹
薮
を
大
切
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
地
の

支
配
者
で
あ
る
強
欲
な
土
司
が
こ
れ
を
勝
手
に
切
り
倒
し
て
儲
け
よ
う
と
し

た
。
朗
巴
親
子
の
泣
き
悲
し
む
涙
が
竹
に
ふ
り
か
か
る
と
、
竹
に
は
美
し
い
斑

点
が
出
来
た
。
土
司
は
斑
竹
を
残
ら
ず
持
ち
去
っ
た
が
、
節
の
太
い
一
本
だ
け

は
役
に
立
た
な
い
と
い
っ
て
遺
b
て
い
っ
た
。
そ
の
竹
の
中
か
ら
や
が
て
美
し

い
女
の
子
が
現
れ
た
の
で
、
喜
ん
で
斑
竹
姑
娘
と
名
付
け
た
の
，
朗
巴
と
姑
娘
と

は
成
長
し
て
相
愛
の
仲
と
な
っ
た
が
、
姑
娘
の
噂
を
聞
い
た
土
塁
の
息
子
と
そ

の
仲
間
四
人
が
求
婚
し
て
く
る
。
姑
娘
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
壊
れ
な
い
金
の
鐘
・

砕
け
ぬ
玉
樹
・
悪
書
の
皮
衣
・
燕
の
巣
に
あ
る
金
の
卵
・
海
龍
の
額
の
分
水
珠

の
五
つ
の
難
題
を
課
し
、
男
達
は
皆
失
敗
し
て
、
軽
軽
と
姑
娘
と
は
め
で
セ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

結
婚
す
る
こ
と
が
出
来
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
話
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

 
こ
の
伝
承
が
近
年
に
至
っ
て
俄
か
に
紹
介
さ
れ
、
し
か
も
五
つ
の
難
題
そ
の

他
の
点
で
、
竹
取
物
語
と
の
類
似
性
が
大
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
両
者
の
関
係

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

に
つ
い
て
諸
説
紛
糾
の
現
状
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
こ
と
に
は
立
ち
入
ら
な
い

事
に
し
た
い
。

三

 
さ
て
、
能
有
の
願
文
で
は
、
右
に
続
い
て
そ
の
後
思
い
も
か
け
ず
、
母
伴
氏

が
病
を
得
て
、
孝
養
を
つ
く
す
暇
な
く
死
去
し
た
こ
と
を
述
べ
、

 
 
是
時
二
当
ル
也
、
士
幌
海
ヲ
出
テ
、
乍
チ
ニ
慈
顔
之
月
ヲ
逐
ヒ
テ
来
ル
カ

 
 
ト
誤
ツ
。
少
女
林
二
生
ジ
、
還
テ
哀
訓
之
風
二
黒
リ
テ
至
ル
カ
ト
疑
フ
。

 
 
涕
泣
之
処
、
枕
席
二
存
シ
テ
乾
ク
ニ
達
ア
ラ
ズ
。

と
い
う
。

 
あ
ら
た
め
て
言
え
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
垣
蛾
」
は
「
嬬
蛾
」
と
も
い
う
。
葬

の
妻
で
あ
ヶ
、
夫
が
西
王
母
か
ら
貰
っ
て
き
た
不
死
の
薬
を
盗
ん
で
飲
み
、
月

に
逃
げ
た
美
人
で
あ
る
。
「
疸
餓
」
云
々
の
意
味
は
、
こ
こ
で
は
、
海
上
に
出

た
月
を
見
る
と
、
や
さ
し
い
亡
き
母
の
顔
を
思
い
出
す
、
の
意
で
あ
ろ
う
。

 
で
は
、
そ
れ
に
続
く
「
少
女
し
の
意
味
は
何
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
普
通

は
年
少
の
女
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
ほ
か
に
特
殊
の
意
味
が
あ
る
。

 
諸
橋
氏
の
漢
和
大
辞
典
に
は
「
少
女
風
」
は
「
雨
の
降
ら
ん
と
す
る
前
に
吹

く
微
風
。
や
わ
ら
か
い
風
」
、
 
「
少
年
男
風
」
は
「
雨
の
降
ら
ん
と
す
る
前
に

急
に
吹
く
風
」
と
し
て
、
共
に
魏
志
、
管
轄
傳
の
注
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
．

 
 
清
河
旱
、
悦
太
守
問
賂
雨
期
、
轄
言
、
樹
上
已
有
少
女
微
風
、
樹
間
陰
鳥

 
 
和
鳴
、
又
寺
男
風
起
、
衆
鳥
和
翔
、
其
応
至
 
。
須
奥
、
果
大
雨
。

清
河
が
干
上
が
っ
た
時
、
太
守
の
侃
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
雨
が
降
る
の
か
と
管

轄
に
尋
ね
た
。
轄
は
答
え
て
、
 
「
も
う
樹
．
々
に
は
少
女
の
よ
う
な
微
風
が
吹
い

て
お
り
、
木
陰
に
鳥
も
鳴
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
年
の
よ
う
に
俄
か
に
風
が

起
こ
っ
て
、
鳥
た
ち
も
い
っ
し
ょ
に
翔
ん
で
い
ま
す
か
ら
必
ず
雨
に
な
り
ま

す
」
と
い
っ
た
。
果
た
せ
る
か
な
、
ま
も
な
く
大
雨
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で

（42）



あ
る
。

 
ま
た
乾
隆
甲
午
稲
香
楼
版
、
玉
台
新
詠
七
の
「
詠
風
」
と
題
す
る
詩
に
も
、

 
 
楼
上
起
朝
命
 
 
風
花
下
瑚
傍

 
 
古
鏡
先
皇
粉
 
 
翻
高
辻
染
香

 
 
金
権
飛
長
袖
 
 
傳
歌
画
面
梁

 
 
欲
穴
吹
少
女
 
 
還
将
払
大
王

と
あ
る
。
四
部
重
刊
本
に
は
こ
の
詩
は
見
え
ず
、
ま
た
字
句
の
異
同
も
若
干
あ

っ
て
、
白
文
の
ま
ま
に
し
て
お
く
が
、
問
題
の
「
少
女
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の

注
に
、
右
に
述
べ
た
晋
の
管
絡
傅
を
ひ
い
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
少
女
風
」
即

ち
微
風
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、
偏
文
庫
譜
の
「
少
女
」
の

項
に
も
、
右
に
挙
げ
た
梁
の
本
途
の
「
詠
風
詩
」
の
ほ
か
に
昭
明
太
子
の
「
二

月
啓
」
の
「
走
野
馬
至
重
原
、
飛
少
女
干
李
径
」
、
 
「
庚
信
賦
」
の
「
風
発
少

女
草
不
宜
男
」
、
王
勃
の
「
遊
武
担
山
寺
序
」
の
「
美
人
虹
忌
避
綴
幡
 
少
女

風
吟
遊
喧
風
鐸
」
、
遺
影
の
詩
の
「
少
女
樟
三
舟
、
歌
声
逐
流
水
」
な
ど
の
例

を
挙
げ
て
い
る
。
今
原
典
に
当
た
っ
て
確
か
め
る
余
裕
が
な
い
の
を
遺
憾
と
す

る
が
、
お
そ
ら
く
は
総
て
微
風
の
意
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
国

見
在
書
目
録
に
は
玉
台
新
詠
の
名
は
無
い
が
、
庚
信
集
二
十
巻
・
ヤ
王
事
集
三

十
巻
・
李
白
歌
行
集
三
巻
な
ど
の
名
が
見
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
等
の
書
物
を

道
真
が
手
に
し
て
い
て
、
こ
こ
で
「
少
女
」
を
微
風
の
意
味
に
用
い
た
可
能
性

は
か
な
り
高
い
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

 
し
か
し
な
お
問
題
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
右
の
微
風
を
意
味

す
る
「
少
女
」
の
用
例
は
文
選
・
史
記
・
文
心
算
龍
・
世
説
新
語
の
ほ
か
謝
霊

運
・
陶
淵
明
・
白
身
文
集
・
導
燈
集
な
ど
の
、
少
な
く
と
も
索
引
類
に
は
見
当

た
ら
な
い
し
、
ま
た
当
時
の
本
邦
人
の
詩
作
中
に
も
「
漢
詩
索
引
稿
」
 
（
東
北

か
ぐ
．
や
姫
の
面
影
 
一
「
姫
蛾
」
と
「
少
女
」
と
一

大
学
図
書
館
刊
）
に
徴
す
る
限
り
で
は
、
や
は
り
見
当
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、

か
な
り
特
殊
な
語
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
碩
学
で
あ
っ
た
道
真
は
こ
の
特

殊
な
用
語
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
吃
、
そ
れ
が
当
時
め
平
安
貴
族
の
常
識
だ
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
道
真
は
「
少
女
」
の
文
字
を
菅
家
霞
草

に
一
個
所
、
巻
一
の
「
早
春
、
陪
右
丞
相
東
斎
、
同
賦
東
風
粧
梅
」
の
中
に
も

使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
普
通
の
年
若
い
女
の
意
味
で
あ
る
。
能
有
の
願
文
中

に
用
い
た
微
風
の
意
の
「
少
女
」
は
当
時
の
平
安
宮
廷
で
は
、
か
な
り
の
難
解

な
語
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
再
び
願
文
の
本
文
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
先
に
述
べ
た
「
出
海
、
乍

誤
慈
顔
之
逐
月
来
。
少
女
生
林
、
還
疑
哀
訓
之
因
風
至
」
は
、
一
応
は
「
月
が

海
に
出
る
と
、
優
し
い
母
の
顔
が
そ
れ
と
一
緒
に
来
た
の
か
と
見
間
違
え
、
ま

た
微
風
が
林
に
起
る
と
、
身
に
し
み
る
母
の
訓
戒
が
風
に
乗
っ
て
き
た
の
か
と

錯
覚
す
る
」
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

 
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
一
文
は
前
後
対
句
を
為
し
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
姐
蛾
は
少
女
と
、
慈
顔
は
哀
訓
と
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
的
に
も
対

応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
続
く
文
に
も
、

 
 
涕
泣
之
処
、
存
枕
席
而
不
邊
乾
。
、
攣
西
之
時
、
砕
心
肝
鼻
革
可
制
。
臼
後

 
 
春
秋
代
謝
、
移
晦
朔
焉
。
漁
戸
不
留
、
一
星
霜
 
。

と
あ
っ
て
、
整
然
た
る
対
句
を
為
し
て
い
る
。
こ
の
「
少
女
」
庵
「
姫
蛾
」
に

対
応
す
る
意
味
を
担
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
画
幅
は
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
人
間
界
で
罪
を
犯
し
て
月
世
界
に

奔
っ
た
女
で
あ
る
。
難
解
で
あ
っ
た
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
た
だ
の
微
風

の
意
味
に
過
ぎ
な
い
「
少
女
」
が
そ
れ
に
対
応
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

 
私
は
「
少
女
」
は
微
風
の
意
と
と
も
に
、
通
常
の
少
女
の
意
味
を
も
か
け
た

（43）



一
種
の
懸
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
乏
思
う
。
そ
し
て
「
少
．

女
」
に
は
竹
林
で
生
ま
れ
た
か
ぐ
や
姫
の
面
影
が
あ
る
。
「
生
林
」
も
竹
林
に

生
ま
れ
た
事
に
ふ
さ
わ
し
い
文
字
で
あ
り
、
姐
餓
が
人
間
界
で
罪
を
犯
し
て
月

世
界
に
逃
げ
た
の
に
対
し
て
、
か
ぐ
や
姫
は
逆
に
月
世
界
で
罪
を
得
て
人
間
界

に
下
っ
た
の
で
あ
る
。

 
糸
井
氏
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
 
「
か
ぐ
や
姫
に
疸
蛾
の
悌
を
よ
み
と
」
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
文
構
造
か
ら
み
て
、
両
者
は
別
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
7
）

 
最
近
我
々
が
ま
と
め
た
「
平
安
朝
漢
文
学
総
合
索
引
」
に
よ
れ
ば
、
「
垣
下
」

の
文
字
の
平
安
中
期
ま
で
の
用
例
は
、
糸
井
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
文
華
秀
麗
集
の

二
例
・
菅
家
文
草
の
一
例
以
外
に
「
姫
蛾
」
・
「
嬬
餓
」
・
「
仙
餓
」
・
「
環

餓
」
・
「
素
餓
」
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
経
国
集
に
四
例
（
滋
野
貞
主
二
、
豊
前

王
・
錦
彦
興
醒
一
）
、
本
朝
文
粋
に
二
例
（
都
良
香
・
紀
長
谷
雄
各
一
）
、
都

氏
文
集
・
田
氏
家
集
二
二
教
指
帰
・
婦
負
部
集
に
各
一
例
が
あ
る
。
又
、
そ
の

用
法
は
、
不
死
の
薬
を
盗
ん
で
月
世
界
に
奔
っ
た
美
女
そ
の
人
、
も
し
く
は
転

じ
て
月
そ
の
も
の
老
指
す
か
の
、
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
て
、
月
世
界
か
ら
地
上
に

放
逐
さ
れ
た
仙
女
を
指
す
例
は
な
い
。
こ
の
事
は
平
安
後
期
の
十
引
例
に
つ
・
い

て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
不
死
の
仙
薬
の
共
通
性
の
み
を
以
て
か
ぐ
や
姫
に
姐
蛾

の
面
影
を
重
ね
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。

 
と
す
れ
ば
、
 
「
姫
蛾
」
の
文
字
を
手
掛
か
り
と
し
て
竹
取
物
語
の
成
立
時
点

を
推
察
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
そ
れ
以
外
の
文

字
を
求
め
る
外
は
な
い
。
右
に
述
べ
た
「
少
女
」
は
そ
の
数
少
な
い
材
料
の
一

つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 
再
び
願
文
の
本
文
に
戻
れ
ば
、
竹
林
に
生
ま
れ
た
少
女
は
、
竹
薮
を
渡
る
風

の
音
に
も
懐
か
し
い
母
の
声
か
と
思
っ
て
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ

、
よ
う
に
能
有
も
、
そ
よ
風
が
樹
木
を
渡
る
音
に
亡
ぎ
母
を
思
い
出
す
、
と
い
う

の
で
あ
る
が
、
竹
取
物
語
の
本
文
で
は
（
か
ぐ
や
姫
は
い
よ
い
よ
月
世
界
に
帰

る
日
が
近
付
い
て
、
翁
に
こ
う
打
ち
明
け
る
。

 
 
月
の
都
の
人
に
て
、
父
母
あ
り
。
片
時
の
間
と
て
、
か
の
国
よ
り
ま
う
来

 
 
し
か
ど
も
、
か
く
こ
の
国
に
は
、
あ
ま
た
の
年
を
経
ぬ
る
に
な
ん
あ
り
け

 
 
る
。
か
の
国
の
父
母
の
こ
と
も
お
ぼ
え
ず
、
こ
こ
に
は
か
く
久
し
く
遊
び

 
 
き
こ
え
て
、
な
ら
ひ
奉
れ
り
。
い
み
じ
か
ら
む
心
地
も
せ
ず
、
悲
し
く
の

 
 
み
な
ん
あ
る
。
さ
れ
ど
、
お
の
が
心
な
ら
ず
、
ま
か
り
な
む
と
す
る
。

 
こ
の
本
文
で
は
、
か
ぐ
や
姫
の
父
母
に
対
す
る
思
慕
の
念
は
薄
い
よ
う
で
、

願
文
の
そ
れ
と
は
か
な
り
の
食
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
。

 
こ
の
事
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
軽
く
見
れ
ば
、
か
ぐ
や
姫
の
伝
承
そ
の
も
．

の
を
左
右
す
る
問
題
で
は
な
く
て
、
大
切
な
翁
夫
婦
と
の
決
別
の
場
面
に
、
こ

ま
や
か
な
人
情
で
味
付
け
を
し
ょ
う
と
し
た
為
に
つ
い
月
の
世
界
の
父
母
を
な

お
ざ
り
に
し
た
と
で
も
い
っ
た
、
要
す
る
に
現
存
竹
取
物
語
作
者
の
文
飾
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

 
ま
た
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
仙
界
か
ら
放
逐
さ
れ
た
者
は
、
常
に
過
去
の
仙

界
の
心
を
忘
れ
去
る
も
の
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
・
上
記
の
願

文
本
文
の
解
釈
は
、
 
「
少
女
」
が
母
を
慕
う
と
い
う
点
で
、
疑
問
が
生
じ
る
だ

ろ
う
。

 
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
矛
盾
の
救
済
に
、
願
文
の
書
か
れ
た
八
六
三
年
当
時
の

竹
取
物
語
の
文
体
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

 
周
知
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
仮
名
文
の
竹
取
物
語
以
前
に
漢
文
体
竹
取
物
語

の
存
在
を
推
定
す
る
説
は
、
次
第
に
有
力
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
に
は
、
金
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
）

元
彦
氏
の
提
唱
さ
れ
た
、
嵯
峨
皇
女
有
智
子
内
親
王
へ
」
の
献
上
本
説
が
注
目
さ

（44）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）

れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
も
漢
文
体
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
、
雨
海
博
洋
氏
は
言
わ
，
、

れ
る
。

 
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
今
、
私
は
的
確
に
解
決
す
る
能
力
に
欠

け
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
た
だ
、
漢
文
体
竹
取
物
語
の
存
在
説
に
は
、
漠

然
と
，
な
が
ら
共
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

 
金
田
氏
が
問
題
と
さ
れ
た
有
智
子
内
親
王
の
死
は
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
、

律
令
制
か
ら
摂
関
制
へ
の
曲
が
り
角
と
な
っ
た
承
和
の
変
の
後
六
年
の
こ
と
で
・

あ
る
。

 
平
仮
名
の
成
立
か
ら
流
布
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
現
存
仮
名
資
料
の
極
端
に

乏
し
い
こ
と
か
ら
、
年
代
史
的
に
明
示
す
惹
こ
と
は
困
難
で
あ
る
ら
し
い
が
、

そ
の
流
布
は
六
歌
仙
の
登
場
と
深
く
拘
わ
っ
て
い
る
と
は
言
え
る
。
そ
し
て
、

僧
正
遍
照
や
在
原
業
平
、
小
野
篁
な
ど
が
歌
人
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
始
め
る

の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
前
後
で
あ
る
。

 
女
ど
う
し
で
仮
名
の
手
紙
を
書
き
交
わ
す
と
か
、
歌
一
首
を
仮
名
で
書
い
て

楽
し
む
と
い
っ
た
ふ
う
の
、
仮
名
の
草
創
期
に
、
と
も
か
く
も
一
巻
の
量
を
も

つ
起
伏
に
富
ん
だ
物
語
が
、
俄
か
に
仮
名
で
書
き
記
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
．

い
だ
ろ
う
。
年
若
い
道
真
の
読
ん
だ
竹
取
物
語
は
漢
文
で
、
そ
こ
に
は
、
・
為
し
、

か
す
る
と
、
現
存
本
に
は
な
い
か
ぐ
や
姫
が
月
世
界
の
父
母
を
恋
し
が
っ
て
、

涙
に
昏
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
延
喜
二
Q
年

（
九
二
〇
）
に
成
っ
た
三
浦
島
子
傅
が
、
神
戸
と
浦
島
子
と
の
別
離
の
感
傷
を
、
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
田
）

長
詩
や
和
歌
に
た
っ
ぷ
り
と
盛
り
込
ん
で
い
る
事
実
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
憶
測
の
域
に
留
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。

か
ぐ
や
姫
の
面
影
 
L
「
姫
蛾
」
と
．
「
少
女
」

と
一

注
123456

渡
辺
秀
夫
氏
「
竹
取
物
語
と
神
仙
諌
」
 
（
日
本
文
学
 
一
九
八
三
・

 
3
）

糸
井
通
浩
氏
「
竹
取
物
語
の
月
と
姐
蛾
伝
説
一
古
代
伝
承
ノ
ー
ド

 
 
（
4
）
」
 
（
愛
文
】
四
号
、
】
九
七
八
・
7
）

木
村
陽
山
氏
『
筆
」
 
（
大
学
堂
書
店
・
昭
和
五
十
年
）

百
田
弥
栄
子
氏
「
竹
取
物
語
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
 
（
ア
ジ
ア
・

 ー

A
フ
リ
一
語
学
院
紀
要
三
号
 
昭
和
四
七
・
1
1
）

君
島
久
子
氏
「
チ
ベ
ッ
ト
の
竹
娘
説
話
と
竹
取
物
語
」
 
（
説
話
文
学
研

 
究
六
号
 
昭
和
四
七
年
3
月
）

同
氏
「
金
沙
江
の
竹
娘
説
話
ー
チ
ベ
ッ
ト
族
の
伝
承
と
竹
取
物

 
語
」
 
（
文
学
 
昭
和
四
八
年
3
月
頃

伊
藤
清
司
氏
『
か
ぐ
や
姫
の
誕
生
』
 
（
講
談
社
 
現
代
新
書
 
昭
和
四
、

'
八
年
）

岡
村
繁
々
「
中
国
文
学
と
王
朝
物
語
…
斑
竹
姑
娘
と
竹
取
物
語
と
の
関

 
係
1
」
 
（
『
中
古
文
学
と
漢
文
学
皿
』
所
収
 
汲
古
書
院
、
昭
和
六

 
二
年
2
月
）

岡
村
繁
氏
前
掲
論
文
に
拠
る
。

．
「
斑
竹
姑
娘
」
伝
承
が
「
竹
取
物
語
」
に
先
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
否

 
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
も
の
。

大
橋
清
秀
氏
「
斑
竹
姑
娘
考
と
竹
取
物
語
」
（
『
日
本
文
学
の
重
層
性
」

 
所
収
。
桜
楓
社
 
昭
和
五
五
年
）

安
藤
重
和
氏
「
斑
竹
姑
娘
考
i
竹
取
物
語
と
の
先
後
を
め
ぐ
っ
て
」

 
 
（
古
代
文
化
 
三
四
巻
七
号
 
昭
和
五
七
年
7
月
）

（45）
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奥
津
春
雄
氏
「
金
沙
江
・
竹
娘
説
話
の
問
題
点
」
 
（
並
木
の
里
八
号

 
昭
和
四
八
年
十
二
月
）
、
同
氏
「
斑
竹
姑
娘
の
問
題
点
再
考
一
い
わ

 
ゆ
る
「
整
理
」
に
つ
い
て
一
」
（
ま
ひ
る
野
昭
和
六
一
年
九
月
）

片
桐
洋
一
氏
『
竹
取
物
語
」
 
（
伊
勢
物
語
・
土
佐
日
記
と
合
冊
）
 
（
完

 
訳
日
本
の
古
典
 
小
学
館
 
昭
和
五
八
年
）

益
田
勝
実
氏
「
伝
承
か
ら
物
語
へ
1
竹
取
物
語
の
成
立
」
 
（
国
，
文
学

 
昭
和
六
〇
年
七
月
）
，

平
安
朝
漢
文
学
研
究
会
編
（
吉
川
弘
文
館
 
昭
和
六
二
年
）

金
田
元
彦
氏
「
竹
取
物
語
の
か
ぐ
や
姫
」
 
（
国
文
学
 
昭
和
五
七
年
9

 
月
）

雨
海
博
洋
氏
『
竹
取
物
語
」
 
（
旺
文
社
文
庫
 
一
九
八
五
年
）

拙
著
『
王
朝
文
学
の
研
究
」
六
八
頁

（46）

、


